
介潤

る
か
ら
、
別
途
史
料
編
を
御
予
定
か
と
も
推
察
さ

れ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
入
船
納
帳
も
是
非

収
め
て
欲
し
い
。
最
後
に
花
押
一
覧
に
つ
い
て
、

一
六
八
号
花
押
の
政
国
を
畠
山
政
国
と
推
定
さ
れ

て
い
る
が
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
筆
老
の
推
定
で
は
、

こ
の
形
状
が
細
川
持
賢
や
勝
元
の
花
押
に
類
似
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
政
国
は
持
之
の
甥
（
勝

元
の
従
弟
）
で
摂
津
欠
郡
守
護
の
細
川
政
国
の
判

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
管
見
の
籟
囲
で
は
従

来
政
圏
の
花
押
直
筆
は
殆
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
（
『
和
田
文
書
』
に
収
む
）
の
で
、
一
六
八
号

の
花
押
は
貴
重
な
史
料
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
二

四
五
号
花
押
の
常
久
を
〃
某
”
と
さ
れ
て
い
る
の

は
、
有
名
な
細
川
頼
之
が
康
暦
の
政
変
で
出
家
し

て
以
後
の
法
名
で
あ
る
（
小
川
信
笹
塚
『
細
川
頼

之
』
の
グ
ラ
ビ
ア
写
真
地
蔵
院
文
書
参
照
）
か
ら

念
の
た
め
。

　
　
（
A
5
判
　
一
一
八
七
頁
　
目
録
瀦
冊
一
五
三
頁

　
　
一
九
八
三
年
三
月
愛
媛
県
　
七
〇
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
（
今
谷
明
　
國
立
歴
史
民
俗
博
物
館
助
教
授
）

諺
昼
昌
園
．
湿
6
⇔
ご
餌
脚
Φ
弓
§
凸
離
州

U
醇
①
犀
○
お
α
q
o
蔓
（
Φ
ら
ω
齢
）
“

　
図
図
覚
。
日
賦
8
ω
冒

　
　
ぼ
ω
8
臨
8
一
α
q
Φ
○
α
q
δ
弓
げ
団
”

　
　
H
簿
Φ
誉
冨
欝
書
く
Φ
①
ω
紹
団
ω

　
　
（
歴
史
地
理
学
に
お
け
る
探
究

　
　
i
解
釈
的
試
論
集
ー
ー
）

　
最
近
の
イ
ギ
リ
ス
歴
史
地
理
学
界
の
活
発
さ
は

顕
著
で
あ
る
。
本
書
は
、
斯
界
の
代
表
的
論
者
鋭

國
・
国
・
切
躊
霞
と
∪
・
○
お
σ
q
。
q
が
編
集
の
任
に

あ
た
り
、
先
述
の
動
向
を
示
す
一
つ
で
あ
る
ケ
ン

ブ
リ
ッ
ジ
歴
史
地
理
学
研
究
叢
書
の
第
五
巻
で
あ

る
。　
さ
て
、
本
書
は
五
つ
の
試
論
的
論
考
と
対
談
記

録
の
計
六
章
か
ら
成
る
。
ま
ず
、
第
一
章
で
は
編

者
じ
d
巴
（
Φ
H
が
「
歴
史
地
理
学
と
ア
ナ
ー
ル
学
派
歴

史
学
と
の
関
係
に
関
す
る
考
察
」
と
題
し
、
一
九

八
○
年
国
際
地
理
学
会
議
（
於
東
京
）
で
の
彼
の
報

出
口
（
『
歴
史
地
理
学
プ
ロ
シ
ー
デ
ィ
ソ
グ
ス
』
、
古

今
書
院
、
一
九
八
二
）
を
予
告
通
り
弓
術
し
て
い

る
。
最
初
に
、
周
知
の
よ
う
に
最
近
注
目
を
浴
び

て
い
る
ア
ナ
ー
ル
学
派
歴
史
学
が
、
ブ
ラ
ー
シ
ュ

人
文
地
理
学
の
原
理
を
よ
り
健
全
・
忠
実
に
学
習

・
実
践
し
て
き
た
の
に
対
し
、
そ
れ
を
怠
り
、
歴

史
学
と
の
交
渉
に
も
消
極
的
だ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
歴

史
地
理
学
界
が
衰
退
を
示
し
た
の
は
、
一
種
の
パ

ラ
ド
ッ
ク
ス
だ
と
す
る
。
こ
の
ア
ナ
ー
ル
学
派
歴

史
学
と
創
始
は
同
時
期
（
一
九
三
〇
年
頃
）
で
は

あ
る
が
、
そ
の
成
果
を
吸
収
せ
ず
に
き
た
イ
ギ
ヲ

ス
歴
史
地
理
学
の
発
展
の
あ
と
を
辿
る
。
地
理
学

と
歴
史
学
と
を
区
別
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し
、

実
用
主
義
的
（
嘆
◎
σ
Q
日
ρ
賦
。
）
で
あ
っ
た
創
始
者

口
・
○
・
O
錠
げ
嘱
の
伝
統
の
上
に
立
ち
な
が
ら
、
一

九
六
〇
年
代
中
葉
頃
か
ら
哲
学
の
領
域
へ
踏
み
込

ん
で
い
く
歴
史
地
理
学
者
が
出
る
（
○
●
Q
器
σ
q
o
受
”

徴
．
し
d
艶
冒
σ
q
①
な
ど
）
。
じ
d
ρ
げ
賃
と
し
て
は
経
済
的

な
テ
ー
マ
と
と
も
に
社
会
的
テ
ー
マ
の
追
究
も
拒

ま
な
い
∪
錠
σ
唄
の
伝
統
を
発
展
さ
せ
、
人
工
物

や
行
動
と
と
も
に
思
想
や
態
度
、
景
観
変
化
の
動

因
と
し
て
の
人
間
を
強
調
す
る
傾
向
に
注
目
す
る
。

そ
し
て
、
諸
個
人
の
様
々
な
結
び
つ
き
の
網
を
復

原
し
、
社
会
集
団
の
役
謝
を
評
緬
す
る
社
会
的
な

歴
史
地
理
学
を
提
案
し
、
そ
の
事
例
研
究
と
し
て

一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
農
村
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。

　
第
二
章
「
ジ
ョ
…
ジ
王
時
代
後
期
・
ビ
ク
ト
リ

ア
朝
初
期
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
・

階
級
・
権
力
－
文
化
地
理
学
を
め
ざ
し
て
一
」

で
は
じ
d
筥
営
σ
q
Φ
が
、
本
叢
書
第
｝
巻
『
時
代
と
場
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所
』
で
の
方
法
論
駒
な
議
論
「
過
去
の
社
会
の
復

原
」
を
踏
ま
え
た
考
察
を
行
な
っ
て
い
る
。
地
主

と
ブ
ル
ジ
・
ワ
ジ
ー
は
経
済
的
利
害
関
係
を
消
失

さ
せ
つ
つ
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
｝
八
～
一

九
世
紀
を
通
じ
て
異
な
っ
た
文
化
的
伝
統
と
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
を
持
つ
別
の
社
会
階
級
で
あ
っ
た
。
こ

の
よ
う
に
、
過
去
の
階
級
間
関
係
に
ア
プ
ロ
ー
チ

す
る
場
合
、
経
済
的
な
規
定
だ
け
で
な
く
、
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
や
文
化
的
結
合
（
例
え
ば
、
中
産
階
級

が
参
加
し
た
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
文
学
・
哲
学
協
会
）

の
役
割
を
も
評
価
す
べ
き
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
第
三
章
に
お
い
て
σ
聯
O
器
σ
q
o
蔓
（
以
上
三
人

は
○
斜
日
訂
置
σ
q
①
大
）
は
、
「
イ
ギ
リ
ス
初
期
産
業

革
命
に
お
け
る
階
級
闘
争
の
地
理
素
描
」
を
行
な

っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
階
級
闘
争
の
歴
史
地
理
は

ス
ト
ラ
イ
キ
・
暴
動
・
反
乱
の
み
な
ら
ず
、
日
常

生
活
の
営
み
の
な
か
で
顕
著
に
み
え
る
空
間
構
造

を
も
視
野
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
歴
史

地
理
学
は
地
方
史
と
同
義
で
は
あ
り
得
ず
、
地
方

・
国
・
国
際
レ
ベ
ル
間
の
交
点
を
踏
ま
え
た
も
の

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

　
次
に
、
第
四
章
は
冨
・
○
〈
簿
8
（
装
。
妻
o
ρ
ω
註
。

竜
。
口
↓
唱
Φ
大
）
に
よ
る
「
農
業
革
命
と
は
2

イ
ギ
リ
ス
近
代
初
期
に
お
け
る
農
業
経
済
の
発

達
」
で
あ
る
。
彼
は
、
か
つ
て
数
多
く
の
論
争
を

呼
ん
だ
農
業
革
命
と
い
う
術
語
の
使
わ
れ
方
、
そ

の
論
争
の
進
展
と
と
も
に
、
論
争
が
取
り
扱
っ
た

農
業
変
化
そ
の
も
の
に
つ
い
て
新
デ
ー
タ
を
も
提

供
し
な
が
ら
論
述
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
量

測
定
、
理
論
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
い
っ
た
よ
り
広

い
問
題
を
考
え
る
こ
と
な
し
に
は
、
農
業
革
命
と

い
う
や
や
視
野
の
狭
い
論
争
史
を
も
取
り
扱
え
な

い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
農
業

革
命
が
最
近
論
議
を
呼
ば
な
い
理
由
を
踏
ま
え
、

こ
の
論
争
を
活
性
化
す
る
に
は
、
第
一
に
、
統
計

手
法
を
使
っ
て
の
史
料
操
作
に
よ
っ
て
旧
知
の
史

料
か
ら
新
し
い
論
拠
を
発
見
し
、
新
た
な
洞
察
を

開
く
こ
と
、
第
二
に
、
農
業
変
化
一
般
に
関
す
る

理
論
を
探
究
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
し
て
稿
を
閉

じ
て
い
る
。

　
第
五
章
で
は
即
鋸
．
も
D
ヨ
淳
げ
（
○
蔦
o
a
大
）
が

「
イ
ギ
ヲ
ス
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
『
近
代
化
』
と

中
世
丁
丁
共
同
体
一
懐
疑
論
的
考
察
…
一
」
と

題
し
、
中
世
共
同
体
概
念
の
再
検
討
が
問
題
と
な

っ
て
き
て
い
る
最
近
の
歴
史
学
（
と
く
に
近
代
史

学
）
の
動
向
を
受
け
、
歴
史
地
理
学
が
伝
統
的
に

興
味
を
持
っ
て
き
た
村
落
社
会
の
形
態
的
側
面
で

は
な
く
、
　
「
道
徳
的
共
岡
体
」
の
概
念
に
注
負
し
、

検
討
を
行
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
近
代
初
期
イ
ギ

リ
ス
社
会
の
主
要
な
側
面
を
概
観
し
た
の
ち
、
特

に
社
会
進
化
に
関
す
る
一
九
世
紀
の
論
争
に
注
意

を
向
け
な
が
ら
、
最
近
の
動
向
に
お
け
る
解
釈
の

新
し
さ
を
考
察
す
る
。
そ
し
て
、
最
後
に
、
中
世

イ
ギ
リ
ス
で
の
中
心
－
周
辺
、
共
同
体
－
国
家
関

係
の
理
解
を
高
め
る
た
め
に
は
、
国
王
統
治
下
の

法
、
制
度
、
行
政
機
能
の
研
究
に
歴
史
地
理
学
も

参
画
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
終
章
は
二
人
置
編
者
に
よ
る
「
歴
史
地
理
学
に

お
け
る
未
知
の
世
界
－
ー
ー
探
究
的
討
論
一
」
と

題
す
る
対
談
詔
録
で
あ
る
。
話
題
は
多
岐
に
及
ん

で
は
い
る
が
、
そ
の
中
心
論
題
は
、
標
題
か
ら
連

想
さ
れ
る
よ
う
な
斯
学
で
未
開
拓
で
あ
る
研
究
対

象
の
列
挙
で
は
な
く
、
新
し
い
歴
史
地
理
学
の
方

法
論
的
・
哲
学
的
問
題
の
提
出
で
あ
る
と
言
っ
て

よ
か
ろ
う
。
○
諾
σ
q
o
蔓
は
人
間
の
働
き
か
け
（
冒
ー

ヨ
ρ
⇒
餌
σ
Q
o
p
o
団
）
の
概
念
が
重
要
で
あ
り
、
斯
学

の
中
心
的
課
題
は
、
人
間
の
歴
史
を
人
文
地
理
の

な
か
で
生
き
生
き
と
示
し
う
る
方
法
を
明
ら
か
に

し
、
空
間
構
造
が
社
会
的
行
動
の
条
件
で
も
あ
り
、

結
果
で
も
あ
る
こ
と
を
示
す
点
に
あ
る
と
し
て
い

る
。
　
一
方
、
頃
曽
犀
震
は
、
人
間
の
地
平
に
ま
で
降

り
た
（
げ
口
b
P
ρ
嵩
一
N
①
庫
）
歴
史
地
理
学
が
必
要
で
あ

り
、
物
質
生
産
で
は
な
く
人
間
解
放
の
度
合
に
よ

っ
て
進
歩
を
評
価
し
、
文
化
景
観
の
創
造
の
み
な

ら
ず
、
社
会
的
協
力
と
支
配
の
地
理
に
も
注
意
を
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介紹

集
中
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
外
国
研

究
者
と
も
協
力
し
な
が
ら
、
現
代
に
意
味
の
あ
る

歴
史
地
理
を
描
き
、
専
門
家
の
み
な
ら
ず
、
教
科

書
や
雑
誌
、
放
送
な
ど
で
市
民
に
も
ア
ピ
ー
ル
す

る
必
要
が
あ
る
、
と
遠
大
な
計
画
を
披
露
し
て
い

る
。
　
と
く
に
b
d
豊
貯
σ
q
Φ
や
O
お
σ
q
o
蔓
な
ど
、
構
造

主
義
に
着
目
し
、
入
文
地
理
学
一
般
に
及
ぶ
哲
学

的
な
議
論
を
提
嵐
し
て
昨
今
盛
ん
に
活
躍
し
て
い

る
が
、
本
書
で
そ
の
議
論
を
踏
ま
え
、
試
論
と
は

い
え
、
事
例
研
究
を
行
な
っ
て
い
る
点
が
注
目
さ

れ
る
。
し
か
し
、
終
章
は
さ
て
お
き
、
五
つ
の
論

文
は
、
序
文
に
も
あ
る
よ
う
に
本
質
的
に
学
際
的

な
観
点
か
ら
書
か
れ
て
お
り
、
全
般
的
に
雷
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

そ
れ
ら
の
新
し
さ
は
理
解
で
き
て
も
、
歴
史
地
理

も学
と
し
て
の
将
来
像
は
な
お
不
鮮
開
の
感
を
否
め

な
い
。
こ
れ
か
ら
の
イ
ギ
リ
ス
歴
史
地
理
学
界
の

展
開
に
注
目
し
て
い
か
ね
ば
な
る
ま
い
。

　
　
（
O
P
鵠
回
σ
目
一
α
σ
q
O
　
φ
コ
一
く
．
　
］
℃
「
¢
匂
庸
笛
噸
　
一
㊤
Q
◎
劇
’
　
酬
b
こ
刈
．
α
O
）

　
　
　
　
　
　
　
（
鍵
田
裕
嗣
　
京
都
大
学
大
学
院
生
）

　
　
　
受
贈
図
書

　
　
（
一
九
八
四
十
二
月
～
十
月
）

高
橋
康
夫
著
　
京
都
中
世
都
市
史
研
究
　
　
（
撰
文

　
閣
）

西
川
長
夫
著
　
フ
ラ
ン
ス
の
近
代
と
ボ
ナ
パ
ル
テ

　
イ
ズ
ム
（
岩
波
書
店
）

宮
内
徳
雄
著
　
山
片
蠕
桃
（
創
元
社
）

金
日
成
主
席
革
命
活
動
史
（
平
壌
朝
鮮
社
会
科
学

　
院
図
書
館
）

○
ρ
愚
ω
o
鎚
δ
冒
霞
器
団
8
内
ρ
一
目
嵩
8

　
（
O
口
H
N
O
］
P
　
勺
目
●
　
一
じ
O
づ
山
O
P
）

龍
野
布
史
付
図
第
四
巻
（
龍
野
市
総
務
課
市
腱
鞘

　
集
係
）

千
田
稔
著
　
飛
鳥
へ
の
古
道
（
そ
し
え
て
）

中
村
哲
夫
著
　
近
代
中
国
社
会
史
研
究
序
説
（
法

　
律
文
化
社
）

野
田
嶺
志
著
　
律
令
国
家
の
軍
事
制
（
吉
川
弘
文

　
館
）

小
建
築
の
世
界
（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
鳥

　
資
料
館
）

田
村
誠
一
著
　
建
国
史
（
タ
ム
ラ
ガ
ー
デ
ソ
）

弓
削
達
訳
　
初
期
ビ
ザ
ソ
ツ
社
会
（
岩
波
書
店
）

国
際
ア
ジ
ア
。
北
ア
フ
リ
カ
人
文
科
学
会
議
第
三
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